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1日目
１ 2
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11 12

高速船で島に到着！
入島料の支払いを

島内を巡る前に
情報収集をしておこう

サンゴ砂の白い道を
自由にサイクリング

竹富島の大切な聖地に
心静かにごあいさつ

どこまでも続く
遠浅の浜辺で海遊び

仲筋集落の人気店の
テラス席でランチ！

到着したらまずは竹富港ターミナル内で入島
料の支払いを。支払い済みチケット提示で、
竹富島オリジナルアイテムがもらえる。→P.76

竹富島の自然や伝統文化が学べる「竹富島
ゆがふ館」で情報収集。島を知ることで、もっ
と旅が有意義なものになる。→P.71

朝ご飯を食べたら「友利観光」で自転車を
借りてサイクリング。竹富島ならではの景色に
囲まれて気分が上がる！ →P.75

竹富島の伝統行事、種子取祭（たなどぅい）
が行われる聖地「世持御嶽（よもちうたき）」へ。
→P.72

白砂の美しい浜辺と透明度の高い海。夢に
みた南の島の浜辺「コンドイ浜」で海水浴！
時間を忘れて楽しむぞ！ →P.71

コンドイ浜からほど近い、仲筋集落へ移動。
おしゃれなカフェ＆バーの「ちろりん村」の冷
たい八重山つけそばをオーダー。→P.73

新しい制度がスタート！ 書籍や工芸品の販売も

電動自転車なら運転がラク 聖地では畏敬の念を忘れずに

波が穏やかで泳ぎやすい オリジナルのつけ汁が個性的

12:00 12:10

11:0010:00

沖縄の原風景に出会う旅
赤瓦が印象的な古民家と真っ白な砂の道。八重山諸島随一の美しさを誇る海に、
島を見守り続ける聖地。竹富島でしか出会えない原風景に魅了される旅へ。
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竹富島に到着！
水牛車観光は初日に

浜辺＆グラスボート
竹富島の海を満喫！
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高速船で竹富島に到着

コンドイ浜で海水浴

ゆがふ館で情報収集

仲筋集落でランチ

ランチは八重山そば

水牛車で集落散策

竹富島の民宿泊

14:0013 グラスボート乗船

15:3014 港の売店でお土産購入

16:2015 高速船で石垣島へ

日目
2 自転車で集落を散策
夕日の名所で絶景堪能
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13:00

6

7

8

集落を自転車で散策

世持御嶽を見学

人気カフェでランチ

14:009 展望台から集落を一望

18:0010 西桟橋から夕日を堪能

島の調味料

ピィヤーシ

徒歩で約3分 自転車で約15分

自転車で約5分自転車で約5分

自転車で約15分自転車で約5分 12:0010:003日目

集落を見守る
シーサーも必見

竹富島では
ネコものんびり♡

2日目
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巡り方

島内移動はレンタサイクル
島内でのおもな移動手段は自転車か
徒歩となる。自転車を利用する場合
は、島に到着したらまずは自転車の
確保を。事前予約はできない。
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食べてみたかった！
八重山そばでランチ

のんびり水牛車で
美しい集落を見学

宿泊は島の民宿で
島ご飯も楽しみ！

集落が見渡せる
カフェでランチタイム

赤瓦の屋根が美しい
集落の姿を一望！

人気の絶景スポット
西桟橋の夕景を堪能

グラスボートに乗って
竹富島の海の中を観察

手仕事ものをお土産に
気合い入れて買うぞ！

島影を眺めながら
次回の旅を思い描く

気になっていた八重山そばを、島の人気店「そ
ば処 竹の子」で味わう。沖縄風炊き込みご
飯のジューシーも忘れずにオーダー。→P.73

「新田観光」の水牛車に乗って集落をひと巡
り。心地よい揺れと、島のおじぃが奏でてくれ
る三線の音に癒やされるなぁ。→P.57

リニューアルしたばかりの老舗民宿「内盛荘」
に宿泊。島の素材をふんだんに使った夜ご
飯もおいしくて大満足。→P.75

窓の向こうに赤瓦屋根の集落の姿が見渡せる
「HaaYa nagomi-cafe」で、季節の島野菜カ
レーをオーダー。スイーツも美味。→P.73

重要伝統的建造物群保存地区に選定されてい
る竹富島の集落の姿を一望。島の中心の「あか
やま展望台」から眺めるのがおすすめ。→P.72

八重山諸島のなかで最も有名な夕日スポット
のひとつ、「西桟橋」で美しいサンセットにた
め息。忘れられない風景になりそう。→P.71

「竹富島マリン倶楽部」の海底散歩ツアーに
参加。日本最大級のサンゴ礁地帯に囲まれ
た海中世界の美しさに驚き！→P.47

ターミナル内にある「かりゆし館」で、お土産
を購入。民具やアクセサリーなど、島の手仕
事アイテムが豊富で迷っちゃう。→P.74

楽しかった旅の時間に別れを惜しみながら
「竹富港」から高速船に乗って帰路へ。遠ざ
かる島の姿も美しい ･･････。→P.121

具材が短冊状なのが特徴 所要時間は約 30分 島の味を堪能！

島の野菜やハーブを使っている 写真撮影しておきたい風景 日没の時間を事前に確認！

所要時間は約 30分 籠類は特に人気がある チケットの事前予約をしておこう
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沖縄の原風景に出会う旅
プランニングのコツ

自転車で約3分  自転車で約5分

徒歩で約1分 自転車で約5分

徒歩で約1分 敷地内

優しい味♡

竹富島の醤油
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